
別紙様式２－１ 中学校・⑥１(バレーボール)

１．指導と評価の計画 ○○中学校 第３学年 １２時間 領域 球技 単元（種目） バレーボール

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解

○オリエンテーション
・学習のねらいや進め方について理解する。
・学習するにあたっての約束や安全・マナーに
つ

いて知る。
・学習ノートの記入の仕方を理解する。
○ローテーションとフォーメーションの意義・
方

法を理解する。
○チームづくりをする。

ア⑥課題をもって学習に取り組もうとする。
◎具体的な課題をもって学習に取り組もうとし

ている。

ねらい①
今もっている技能でゲームを楽しむ

ゲームを通して自己やチームの課題をつかむ

○直上の交互パスを上手になろう
○６対６のバスゲーム
○スパイクゲーム
○三段攻撃で相手コートに返球しょう
・方向を変えてパスをしょう。
・スパイクやブロックができるようになろう。
・サーブとサーブレシーブができるようになろ

う。

ア①準備運動を確実に行おうとする。
◎準備運動を進んで号令をかけながら行おうとす

る。
ア②準備や片づけを自主的にしょうとする。

◎仲間に働きかけるなどして準備や片づけを自
主的にしょうとする。

ア④自分や他人の安全に配慮し学習しょうとする。
◎場所の安全を確かめ自分や他人の安全に気を

配るなどしょうとする。

イ①自己に適した課題を選択し学習しようとして いる。
◎自己に適した課題を選択し積極的に学習しようとしている。

イ②ゲームを通して明らかになった自分やチームの課題解決に向
けて練習の仕方を工夫している。

◎ゲームを通して明らかになった自分やチームの課題解決に向
け具体的な練習方法を工夫している。

イ④チームや自分の新たな課題を明確にし、技術向上に向けての
新たな練習方法を選んでいる。

◎チームや自分の新たな課題を明確にし、技術向上に向けての
新たな練習方法を具体的に選見つけている。

ウ②バスやトスが正確にできる。
◎攻撃につながるようにバスやトスが正確にできる。

ウ①自分の力に合ったサービスを打つことができる。
◎コースをねらってサービスを打つことができる。

ウ③いろいろなボールをレシーブすることができる。
◎攻撃につながるようにレシーブが正確にできる。

ウ④タイミングのよいスパイクを打つことができる。
◎タイミングよくコントロールされたスパイクが打つこ

とができる。

エ③スポーツを楽しむためのマナーを理解し
ている。

◎スポーツを楽しむためのマナーを理解
し、説明している。

指導と評価の一体化を明確にした授業づくり

ねらい・学習活動時間
学習活動における具体の評価規準

学
習
Ⅰ

１
時
間

学
習
Ⅱ

６
時
間

ねらい②
高まった技能でゲームを楽しむ

作戦や戦術を生かしたゲーム展開とルールの
工

夫

○フォーメーションを組み立ててゲームを楽し
も

う。
・時間制のラリーを他のチームと行い、自チー
ム

の課題を発見する。
・ゲームの中での自分の役割とポジションを理
解

する。
○ブロックやブロックフォローを意識してゲー

ア⑤協力して学習しようとする。
◎仲間に働きかけるなどして積極的に協力して学

習しようとする。

イ③学習資料を有効に利用しながらチームの作戦を工夫している。
◎学習資料を有効に利用しながらチームの作戦を具体的に工夫

している
イ④チームや自分の新たな課題を明確にし、技術向上に向けての

新たな練習方法を選んでいる。
◎チームや自分の新たな課題を明確にし、技術向上に向けての

新たな練習方法を具体的に選見つけている。

ウ⑤ゲームでブロックやブロックフォローのプレーをする
ことができる。

◎ゲームで相手に合わせたブロックやブロックフォロー
のプレーをすることができる。

ウ⑥ゲームの中で三段攻撃につなげるプレーができる。
◎ゲームの中で三段攻撃につなげるプレーがタイミング

よくできる。

エ①ルールを理解しゲームを楽しめる。
◎ルールを理解しゲームを積極的に楽しめる。

エ②ﾌｫｰﾒｰｼｮﾝの意義を理解するとともにゲームで自
分の役割を理解している。

◎ﾌｫｰﾒｰｼｮﾝの意義を説明したりゲームで自分の役
割を理解している。

エ④合理的な練習方法やゲームの運営方法、審判の
仕方を理解している。

◎合理的な練習方法やゲームの運営方法の仕方や
審判の仕方を理解し説明している。

○まとめのゲーム
・リーグ戦を行い、学習の成果を発表し合う。
・審判・得点係などの役割を果たす。
・課題解決に向けた活動ができたか、課題が解
決

したか等について話し合う。
・できたこと、できなかったことについてまと
め

る。

ア③チームでの自分の役割を自覚し教え合う中で互
いに協力しながら、進んで練習やゲームをしよ
うとする。

◎チームでの自分の役割を自覚し仲間に働きかけ
るなど積極的に協力しながら、進んで練習やゲ
ームをしようとする。

ウ⑦チームの特徴を生かした作戦でゲームができる。
◎チームの特徴を生かした作戦を具体的にたてゲームが

できる。

エ④合理的な練習方法やゲームの運営方法、審判の
仕方を理解している。

◎合理的な練習方法やゲームの運営方法の仕方や
審判の仕方を理解し説明している。

①準備運動を確実に行っている等。（観察）
②準備や片付けを自主的にしている等。

（観察）
③チームでの自分の役割を自覚し教え合う中で互いに

協力しながら、進んで練習やゲームをしている等
（観察）

④自分や他人の安全に配慮し学習している等。
（観察）

⑤協力して学習している等。（観察）
⑥課題をもって学習に取り組んでいる等。

（学習カード）

①自己に適した課題を選択し学習してる等。（学習カード）
②ゲームを通して明らかになった自分やチームの課題解決に向け

て練習の仕方を工夫している等。（学習カード）
③学習資料を有効に利用しながらチームの作戦を工夫している等。

（学習カード）
④チームや自分の新たな課題を明確にし、技術向上に向けての新

たな練習方法を選んでいる等。（学習カード）

①自分の力に合ったサービスを打つている等。（観察）
②パスやトスが正確にできる等。（観察）
③いろいろなボールをレシーブしている等。（観察）
④タイミングの良いスパイクを打つている等。（観察）
⑤ゲームでブロックやブロックフォローのプレーをして

いる等。（観察）
⑥ゲームの中で三段攻撃につなげるプレーをしている等。

（観察、学習カード）
⑦チームの特徴を生かした作戦でゲームができる等

（学習カード）

①ルールを理解しゲームを楽しんでいる等。
（学習カード）

②ﾌｫｰﾒｰｼｮﾝの意義を理解するとともにゲームで自
分の役割を理解している等。（学習カード）

③スポーツを楽しむためのマナーを理解している等。
（観察、学習カード）

④合理的な練習方法やゲームの運営方法、審判の仕
方を理解している等。（学習カード）

評価方法等

（ ）内の方法を手がかりに、例えば次のような観察の
様子や記述の内容から「おおむね満足できると判断され

る」状況かどうかを評価する。

学
習
Ⅱ

３
時
間

ま
と
め

２
時
間



別紙様式２－２ 中学校⑥１（バレーボール）

２．評価規準

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解

選択した球技種目の特性
や学び方，技術の構造，
合理的な練習の仕方を理
解するとともに，競技や
審判の方法を理解し，知
識を身に付けている。

選択した球技種目の特性
に応じた技能を身に付け
，作戦を生かした攻防を
展開してゲームができる
。

・今もっている自分
（自分のチーム）や
相手（相手チーム）
の技能の程度などを
的確に把握し，それ
に応じた作戦を立て
ている。

・ゲームを通してチー
ムや自分の課題を明
らかにし，その課題
の解決の仕方を選ん
でいる。

・ゲームの結果から，
チームや自分の新た
な課題を明らかにし
，技能の向上に伴う
新たな練習の仕方を
選んだり作戦を立て
たりしている。

・選択した種目の特性や
学習の進め方，集団的
な技術や個人的な技術
の構造，合理的な練習
の仕方，練習計画の立
て方を知っている。

・競技の運営やルール、
審判の方法を知ってい
る。

ウ①自分の力に合ったサ
ービスを打つことが
できる。

ウ②パスやトスが正確に
できる。

ウ③いろいろなボールを
レシーブすることが
できる。

ウ④タイミングの良いス
パイクを打つことが
できる。

ウ⑤ゲームでブロックや
ブロックフォローの
プレーをすることが
できる。

ウ⑥ゲームの中で三段攻
撃につなげるプレー
ができる。

ウ⑦チームの特徴を生か
した作戦でゲームが
できる。

エ①ルールを理解しゲー
ムを楽しめる。

エ②ﾌｫｰﾒｰｼｮﾝの意義を理
解するとともにゲー
ムで自分の役割を理
解している。

エ③スポーツを楽しむた
めのマナーを理解し
ている。

エ④合理的な練習方法や
ゲームの運営方法、
審判の仕方を理解し
ている。

・今もっている技能を発
揮してゲームを行うこ
とができる。

・チームや自分の能力に
適した課題の練習やゲ
ームを通して集団的技
能や個人的技能を高め
ることができる。

・相手チームに対応した
作戦でゲームができる
。

内容のまとま
りごとの評価規
準

単元の評価規準

学習活動におけ
る具体の評価規
準

チームの課題や自分の
能力に適した課題の解
決を目指して，ルール
を工夫したり作戦を立
てたりして練習の仕方
やゲームの仕方を工夫
している

球技の特性に関心をも
ち，楽しさや喜びが味わ
えるように進んで取り組
もうとする。また，チー
ムにおける自分の役割を
自覚して，その責任を果
たし，互いに協力して練
習やゲームをしょうとす
るとともに，勝敗に対し
て公正な態度をとろうと
する。さらに，練習揚な
どの安全を確かめ，健
康・安全に留意して練習
やゲームをしょうとす
る。

ア①準備運動を確実に行
おうとする。

ア②準備や片付けを自主
的にしようとする。

ア③チームでの自分の役
割を自覚し教え合う中
で互いに協力しなが
ら、進んで練習やゲー
ムをしようとする。

ア④自分や他人の安全に
配慮し学習しようとす
る。

ア⑤協力して学習しよう
とする。

ア⑥課題をもって学習に
取り組もうとする。

イ①自己に適した課題
を選択し学習しよう
としている。

イ②ゲームを通して明
らかになった自分や
チームの課題解決に
向けて練習の仕方を
工夫している。

イ③学習資料を有効に
利用しながらチーム
の作戦を工夫してい
る。

イ④チームや自分の新
たな課題を明確にし
、技術向上に向けて
の新たな練習方法を
選んでいる。

・ルールや作戦に応じて
勝敗を競い合う球技の
楽しさや喜びを味わお
うとする。

・チームにおける自分の
役割を自覚して責任を
果たしたり，教え合っ
たりして互いに協力し
ながら，進んで練習や
ゲームをしようとす
る。

・ルールを守り，審判の
判定や指示に従い，勝
敗や結果を受け入れよ
うとする。

・施設・設備の安全や用
具の管理をする，危険
なプレーをしないで練
習やゲームをするな
ど，健康・安全に留意
しようとする。



別紙様式２－３ 学習指導案

保健体育科学習指導案（時案）

３学年○○組 ○○名

指導者 ○○ ○○

１ 単元名 球技（バレーボール）

２ 単元の目標

（１）バレーボールの特性を理解し、チームの課題や自己の能力に適した課題をもってその技能を身

につけ、作戦を生かした攻防を展開してゲームができるようにする。

（２）チームにおける自己の役割を自覚してその責任を果たし、互いに協力して練習やゲームができ

るようにするとともに、勝敗に対して公正な態度がとれるようにする。また、練習場などの安

全を確かめ、健康・安全に留意して練習やゲームができるようにする。

（３）チームの課題や自己の能力に適した課題の解決を目指して、ルールを工夫したり作戦を立てた

りして練習の仕方やゲームの仕方を工夫することができるようにする。

３ 指導に当たって

（１）バレーボールの特性

・ ネット型の球技であるバレーボールでは、相手にプレイを邪魔されないが、瞬間的にしかボ

ールに接触できないため、ボールの扱い方とともに、ボールに触れない間のポジショニング

が大切になる。

・ ミスが直接のポイントとなるバレーボールでは、ゴール型の球技と異なり、相手にミスをさ

せることがゲームの中心となる。チームとしての「守りながらの攻撃」を学習することが、

ゲームを楽しくする重要な要素となる。

・ 「ラリーを続けること」から「ラリーを意図的に中断させること」へと楽しさが発展してい

く。

（２）生徒について（省略）

（３）教師の指導観

・ ２年生の段階でパスをつないでのゲームができるようになっている生徒たちであることから、

本単元では、ゲームの中で三段攻撃ができるとともに、相手の返球に応じた様々なフォーメ

ーションを組むことができるようにしたい。

４ 評価規準（別添）

５ 指導と評価の計画（別添）

６ 本時の指導

（１）ねらい

・ タイミングのよいスパイクを打つことができ、スパイクゲームに生かすことができる。

・ ゲームを通して明らかになった自分の課題解決に向け練習の仕方を工夫することができる。



展開（３時間目／１２時間中）

段階 学習内容（ねらい）及び学習活動
教師の支援○ 及び評価規準◆

評価方法

導

入

10 分

○準備

○整列・挨拶

○準備運動

○本時のねらいと

学習内容の確認

・ネットやボールの

準備をする。

・準備運動をする。

・ボールを使ったボ

ール慣れと、基本

的技能の練習

・本時のねらいと学

習内容を学習カー

ド等で確認する。

○用具の準備をするときには、安全に気をつ

けさせる。

○健康観察を行う。

○学習カード等で確認させる。

展

開

30 分

○スパイク練習

○スパイクゲーム

（１）

○ゲームの振り返

り

○スパイクゲーム

（２）

・チームごとにスパ

イクの練習をす

る。

・トスアップからス

パイクかパスアタ

ックで始める。

・ブロックは跳ばな

い。

・一定時間に相手コ

ートの床にボール

を落とした回数を

競う。

・チームごとに試合

を振り返る。

◆タイミングのよいスパイクを打つことがで

きる。（ウ４・観察）

○生徒同士教え合っている場合は褒める。

○トスの上げ方にも気をつけさせる。

○ラリーの中でも攻撃的な返球を意識させ

る。

○チームで協力して、互いに教え合い励まし

合いながら活動ができるよう助言する。

○タイミングの取り方について必要に応じア

ドバイスをする。

◆ゲームを通して明らかになった自分やチー

ムの課題解決に向けて練習の仕方を工夫し

ている。（イ２・観察、学習カード）

○上手くできたことを発表させ、良い点に着

眼させる。

○課題解決のために気をつけなければならな

いことを確認させる。

ま

と

め

○本時の反省

○後片づけ

○整列・挨拶

・チームごとに反省

内容を学習カード

に記入する。

○一人ひとりがゲームを楽しめたか、また、

お互いに協力してできたかを確認し、次時

の課題を見つけさせる。


